
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
各
分

野
か
ら
５
人
が
発
言
し
、
参

加
者
を
交
え
て
意
見
交
流
し

ま
し
た
。道

理
の
な
い

民
営
化
計
画

　

日
本
共
産
党
の
山
中
智
子

大
阪
市
議
は
、
大
阪
市
水
道

事
業
民
営
化
を
め
ぐ
る
経
過

と
背
景
を
詳
述
し
ま
し
た
。

　

柴
島
浄
水
場
の
廃
止
な
ど

市
保
有
資
産
売
却
な
ど
に
よ

る
財
政
再
建
提
言
の
問
題
点

を
挙
げ
、「
市
民
生
活
の
視

点
か
ら
出
た
民
営
化
計
画
で

は
な
く
、
道
理
の
な
い
も

の
」
だ
と
批
判
。
３
月
市
議

会
で
審
議
未
了
、
廃
案
と
な

っ
た
民
営
化
プ
ラ
ン
は
、
現

在
も
副
首
都
推
進
本
部
会
議

な
ど
で
民
間
活
力
の
活
用
と

広
域
化
を
テ
ー
マ
に
議
論
が

続
い
て
い
る
と
し
、「
安
全

な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

老
朽
化
設
備

の
更
新
こ
そ

　

消
費
者
の
立
場
か
ら
発
言

し
た
小
林
映
子
さ
ん
は
、
大

阪
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
実

施
し
た
「
ボ
ト
ル
水
市
場
調

府
県
に
再
編
計
画
の
策
定
を

求
め
ま
す
。

　

改
正
案
は
通
常
国
会
で
は

実
質
審
議
に
入
れ
ず
継
続
審

議
と
な
り
、
臨
時
国
会
冒
頭

の
衆
院
解
散
で
廃
案
に
な
り

ま
し
た
。
国
は
早
期
の
水
道

法
改
正
案
の
再
提
出
を
目
指

す
方
針
で
す
。

大
阪
市
は
民

営
化
廃
案
に

　

大
阪
市
議
会
で
は
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ（
民
間
資
金
を
導
入
し
た

社
会
資
本
整
備
な
ど
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
）方
式
で
水
道
局

を
民
営
化
す
る
議
案
が
今
年

３
月
に
審
議
未
了
、
廃
案
に

な
っ
て
い
ま
す
。
水
道
局
を

市
か
ら
切
り
離
し
、
市
１
０

０
％
出
資
の
運
営
会
社
を
設

立
、
浄
水
場
や
水
道
管
な
ど

イ
ン
フ
ラ
設
備
は
市
保
有
の

ま
ま
、
30
年
間
の
運
営
権
を

株
式
会
社
に
売
却
す
る
方
式

で
す
。
市
の
水
道
事
業
認
可

を
廃
止
し
て
運
営
会
社
が
水

道
事
業
認
可
を
取
得
す
る
こ

と
と
な
り
、
給
水
義
務
を
民

間
会
社
が
負
う
な
ど
、
重
大

問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

国
会
で
廃
案
に
な
っ
た
水

道
法
改
正
案
に
盛
り
込
ん
だ

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
は
、

水
道
事
業
認
可
と
給
水
義
務

を
自
治
体
に
残
し
た
ま
ま
民

営
化
で
き
る
仕
組
み
の
た

め
、
大
阪
市
は
今
後
の
同
法

改
正
を
視
野
に
入
れ
、
あ
ら

紹
介
。
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方

式
導
入
へ
の
無
責
任
な
議
論

を
許
さ
ず
、
生
存
権
の
根
幹

に
関
わ
る
課
題
と
し
て
慎
重

な
審
議
が
必
要
だ
と
語
り
ま

し
た
。健

全
な
水
循

環
に
反
す
る

　

自
治
労
連
公
営
企
業
評
議

会
事
務
局
長
の
近
藤
夏
樹
・

名
古
屋
水
道
労
組
委
員
長

は
、
①
広
域
化
②
官
民
連
携

③
水
の
「
商
品
化
」
―
―
の

問
題
点
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
「
不
採
算
地
域
の
水
道

は
、
企
業
に
と
っ
て
お
荷
物

と
な
る
」
と
述
べ
、
水
道
民

営
化
の
問
題
点
を
全
国
の
水

道
事
業
の
実
態
に
基
づ
き
紹

介
。「
水
は
憲
法
に
保
障
さ

れ
た
生
存
権
を
具
現
化
す
る

事
業
」
だ
と
指
摘
。
中
山
間

地
の
簡
易
水
道
や
日
本
の
気

童
福
祉
施
設
の
水
道
料
金
減

免
措
置
を
縮
小
・
廃
止
し
た

影
響
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
度
に
年
間
約

46
万
５
千
円（
４
割
減
免
）だ

っ
た
水
道
料
金
は
、
13
年
度

に
約
56
万
８
千
円（
２
割
減

免
）、
減
免
制
度
が
廃
止
さ

れ
た
14
年
度
は
約
71
万
４
千

円
に
負
担
が
増
え
た
と
言

い
、
減
免
廃
止
の
影
響
で
、

水
遊
び
の
回
数
を
週
６
日
か

ら
週
４
日
に
減
ら
さ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
と
発
言
。

「
夏
場
の
水
遊
び
は
保
育
の

大
き
な
柱
。
思
い
っ
き
り
プ

ー
ル
で
水
遊
び
を
さ
せ
た

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
保
育

委
託
費
を
子
ど
も
１
人
当
た

り
の
公
定
価
格
で
算
出
す
る

実
務
変
更
の
問
題
点
も
指

摘
。
多
く
の
園
が
水
光
熱
な

ど
経
費
削
減
に
迫
ら
れ
て
い

る
と
し
、
沐
浴（
も
く
よ
く
）

や
お
む
つ
の
洗
濯
は
じ
め
、

プ
ー
ル
期
間
に
限
ら
ず
「
保

育
の
質
」
を
守
る
こ
と
が
厳

し
く
な
っ
て
い
る
と
訴
え
ま

し
た
。

が
始
ま
っ
た
上
下
水
道
の
歴

史
、
世
界
で
「
再
公
営
化
」

が
進
む
な
ど
、
水
道
民
営
化

が
も
た
ら
す
負
の
影
響
を
列

挙
。
人
口
減
少
社
会
を
展
望

し
た
今
後
の
課
題
、「
民
営

化
」「
広
域
化
」
問
題
を
考
え

る
論
点
を
詳
し
く
述
べ
ま
し

た
。

最
期
の
砦
の

運
営
権
渡
す

　

仲
上
教
授
は
ま
ず
、「
水

道
は
住
民
の
命
を
守
る
イ
ン

フ
ラ
施
設
。
日
本
の
水
道
は

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術

を
誇
る
貴
重
な
財
産
」
と
述

べ
、
約
１
３
０
年
に
及
ぶ
日

本
の
水
道
事
業
の
歴
史
を
紹

介
。
国
の
水
道
法
改
正
案
に

つ
い
て
、
同
法
の
目
的
が

「
計
画
的
整
備
」
か
ら
「
水

道
基
盤
の
強
化
」
に
変
更
さ

れ
て
い
る
問
題
な
ど
を
指
摘

し
、「
近
代
水
道
始
ま
っ
て

か
ら
初
め
て
と
も
言
え
る
大

転
換
が
起
こ
ろ
う
と
し
て
い

る
。
今
後
の
水
道
・
下
水
道

事
業
の
将
来
を
左
右
す
る
内

容
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

個
別
委
託
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど

従
来
型
の
「
官
民
連
携
」
手

法
は
、
公
的
機
関
が
経
営
主

体
と
な
る
の
に
対
し
、
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
は
「
全
く

異
な
る
」
と
強
調
。「
最
終

的
な
経
営
責
任
を
有
す
る
民

間
事
業
者
が
重
要
方
針
と
計

画
、
施
策
の
決
定
権
を
持

ち
、
事
業
者
の
責
任
と
経
営

で
低
廉
な
市
民
に
と
っ
て
の

命
の
水
は
公
営
で
こ
そ
と
い

う
声
と
運
動
を
広
げ
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
語
り
ま
し

た
。

生
存
権
の
根

幹
に
関
わ
る

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
水
政
策
研
究

所
理
事
の
北
川
雅
之
氏
は
、

副
首
都
推
進
本
部
会
議
で
の

大
阪
市
の
水
道
事
業
を
め
ぐ

る
審
議
に
つ
い
て
、「〝
ワ
ン

水
道
〟
を
目
指
す
。
改
正
水

道
法
は
行
政
の
安
全
安
心
を

残
し
な
が
ら
、
民
営
化
す
る

趣
旨
が
含
ま
れ
て
い
る
」（
吉

村
洋
文
市
長
）、「（
柴
島
浄

水
場
を
め
ぐ
り
）新
大
阪
の

あ
の
辺
の
土
地
を
ど
う
あ
け

る
か
。
リ
ニ
ア
が
来
て
北
陸

新
幹
線
も
来
る
。
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
の
高
い
場
所
」（
松
井
一

郎
府
知
事
）な
ど
の
発
言
を

査
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
。

　

市
販
ボ
ト
ル
水
の
多
く
が

水
道
水
源
か
ら
取
水
し
た
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
で
、
高

額
な
割
に
海
外
の
取
水
地
情

報
や
検
査
項
目
、
検
査
時
期

の
不
明
確
な
も
の
が
多
い
と

指
摘
。「
毎
日
自
治
体
職
員

が
検
査
し
、
何
よ
り
１
㍑
約

８
銭
と
抜
群
に
安
い
『
水
道

水
』
の
方
が
優
れ
て
い
る
。

『
命
の
水
』
の
確
保
と
安
全

性
は
私
た
ち
の
生
命
と
健
康

に
直
結
す
る
。
老
朽
化
し
た

設
備
の
更
新
こ
そ
急
ぐ
べ
き

で
、
市
民
は
民
営
化
を
望
ん

で
い
な
い
。
給
水
量
が
減
っ

た
か
ら
と
民
営
化
す
る
の
で

は
な
く
、
公
共
の
仕
事
と
し

て
続
け
て
ほ
し
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。福

祉
減
免
の

廃
止
で
深
刻

　

ど
ろ
ん
こ
保
育
園
園
長
の

五
藤
清
子
さ
ん
は
、
橋
下
徹

大
阪
市
長（
当
時
）が
民
間
児

た
め
て
水
道
事
業
民
営
化
を

進
め
る
方
針
で
す
。

　

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
で

は
、
運
営
会
社
が
地
方
議
会

の
承
認
を
受
け
、
厚
生
労
働

省
の
認
可
を
得
ま
す
。
▽
水

道
料
金
の
上
下
限
を
条
例
設

定
で
き
る
▽
自
治
体
が
運
営

会
社
を
監
視
・
監
督
す
る
―

―
な
ど
規
定
が
あ
り
ま
す

が
、
国
内
で
先
行
す
る
「
官

民
連
携
」
事
例
で
は
、
情
報

開
示
さ
れ
な
い
な
ど
多
く
の

課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。

市
民
は
望
ん

で
は
い
な
い

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
会
あ

い
さ
つ
で
近
畿
水
問
題
合
同

研
究
会
の
藤
永
の
ぶ
よ
副
理

事
長
は
、
国
が
目
指
す
水
道

法
改
正
の
動
き
や
公
営
企
業

「
民
営
化
」
を
進
め
る
維
新

政
治
の
問
題
点
を
指
摘
し
、

同
研
究
会
が
約
40
年
前
か
ら

「
命
の
水
」
を
守
る
運
動
を

続
け
て
き
た
意
義
を
強
調
。

「
水
道
は
命
や
暮
ら
し
に
直

結
す
る
公
共
財
と
し
て
、
公

営
を
維
持
す
る
べ
き
だ
。
水

道
民
営
化
は
市
民
が
望
ん
で

い
る
こ
と
で
は
な
い
。
命
の

水
を
一
体
誰
が
安
全
に
管
理

・
供
給
し
て
い
く
べ
き
な
の

か
、
一
緒
に
議
論
し
て
い
こ

う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

同
会
理
事
長
の
仲
上
健
一

立
命
館
大
特
任
教
授
が
基
調

講
演
し
、
近
代
日
本
で
導
入

候
・
地
理
的
特
徴
に
も
触

れ
、「
水
道
広
域
化
は
健
全

な
水
循
環
に
反
す
る
施
策

だ
。
公
共
財
産
で
あ
る
水
を

企
業
の
も
う
け
に
使
う
の
は

間
違
っ
て
い
る
。
広
域
化
は

ダ
ム
依
存
度
を
高
め
る
も
の

で
、
将
来
の
住
民
負
担
を
増

や
す
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね

水
道
民
営
化

を
国
が
狙
う

　

水
道
法
は
第
１
条
で
、
水

道
の
計
画
的
整
備
と
水
道
事

業
の
保
護
育
成
に
よ
っ
て
、

「
清
浄
に
し
て
豊
富
低
廉
な

水
の
供
給
を
図
り
、
公
衆
衛

生
の
向
上
と
生
活
環
境
の
改

善
に
寄
与
す
る
」
と
規
定
し

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
３
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
通
常
国
会
に
出
さ
れ

た
「
水
道
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
」
は
、
水
道
事

業
の
保
護
育
成
な
ど
を
削

除
。「
基
盤
強
化
」
の
名
で

水
道
事
業
の
統
合
・
広
域
化

を
進
め
、
公
共
施
設
運
営
権

の
民
間
企
業
へ
の
付
与（
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
）の
選

択
な
ど
水
道
事
業
民
営
化
を

促
進
す
る
内
容
で
す
。
都
道

の
自
由
度
が
増
す
。
個
別
業

務
の
委
託
は
進
ん
で
き
た

が
、
最
後
の
と
り
で
で
あ
る

運
営
権
を
渡
す
の
か
が
最
大

の
焦
点
」
と
述
べ
ま
し
た
。

民
営
化
で
料

金
４
倍
に
も

　

世
界
銀
行
と
国
際
通
貨
基

金（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）が
各
国
で
主
導

す
る
水
道
民
営
化
の
弊
害
と

し
て
、「
民
間
企
業
に
よ
る

水
道
料
金
２
０
０
％
値
上

げ
」（
ボ
リ
ビ
ア
）、「
水
道
料

金
４
倍
化
」（
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

マ
ニ
ラ
）な
ど
住
民
生
活
に

深
刻
な
影
響
が
出
て
い
る
と

し
、
２
０
１
４
年
ま
で
の
15

年
間
で
、
米
国
や
欧
州
、
ア

ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
35
カ
国

で
、
１
８
０
件
の
水
道
事
業

の
「
再
公
営
化
」
が
実
施
さ

れ
た
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

仲
上
氏
は
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
方
式
に
よ
る
民
営
化
の
課

題
に
つ
い
て
、
▽
災
害
時
な

ど
の
措
置
▽
事
業
者
が
継
続

困
難
と
な
っ
た
場
合
の
対
応

▽
原
水
汚
染
な
ど
危
機
管
理

▽
情
報
公
開
▽
低
所
得
者
へ

の
対
応
―
―
な
ど
を
挙
げ
、

「
こ
れ
ま
で
の
水
道
法
で
、清

浄
で
豊
富
低
廉
な
水
が
保
た

れ
て
き
た
。
法
改
正
で
『
命

の
水
』
が
安
全
に
供
給
で
き

る
の
か
、
人
口
減
少
の
中
、

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
を

見
据
え
た
真
剣
な
議
論
が
必

要
だ
。
法
改
正
で
私
た
ち
の

暮
ら
し
は
ど
う
変
わ
る
の
か

と
い
う
視
点
を
明
確
に
し

て
、
水
道
民
営
化
の
影
響
や

課
題
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
」と
強
調
し
ま
し
た
。

竹
山
堺
市
長

が
特
別
講
演

　

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
企

業
長
の
竹
山
修
身
堺
市
長
が

特
別
講
演
し
ま
し
た
。

　

竹
山
市
長
は
、
▽
水
需
要

の
減
少
に
伴
う
収
益
悪
化
▽

水
道
施
設
老
朽
化
に
伴
う
更

新
費
用
の
増
大
▽
職
員
退
職

に
伴
う
技
術
継
承
―
―
な
ど

府
内
水
道
事
業
が
抱
え
る
構

造
的
問
題
を
指
摘
し
、
２
０

１
１
年
４
月
に
設
立
さ
れ
た

企
業
団
の
府
水
道
整
備
基
本

構
想
「
お
お
さ
か
水
道
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
示
し
、
水
道
広
域

化
に
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト
を

説
明
。「
水
道
事
業
は
安
易

に
民
営
化
す
る
べ
き
で
は
な

い
。
公
設
公
営
の
考
え
方
に

基
づ
い
て
、
命
の
水
を
確
保

す
る
た
め
自
治
体
間
の
合
意

形
成
を
図
り
、
住
民
に
寄
り

添
っ
た
事
業
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

水
道
事
業
は
公
営
で

命と暮らしに直結する公共財
　

近
畿
水
問
題
合
同
研
究
会
は
３
日
、
大
阪
市
中
央
区
内
で
第
26
回
水
と
く
ら
し
の
１
１

０
番
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
し
た
。
自
治
体
関
係
者
や
市
民
、
研
究
者
ら
約
60
人
が
参

加
し
、
水
道
事
業
民
営
化
や
府
内
自
治
体
で
進
む
広
域
化
の
課
題
な
ど
を
活
発
に
交
流
し

ま
し
た
。

水
道
法
改
定
案 

暮
ら
し
に
影
響
大

近
畿
水
問
題
合
同
研
究
会
が
シ
ン
ポ

加速する水道民営化の議論の中で、「命の水」を守ろうと広域化や
民営化の課題を考えあったシンポジウム＝３日、大阪市中央区内

各
分
野
か
ら
５
氏
が
発
言

暮らしと水事業の課題を多角的に検証した水問題の
シンポジウム＝３日、大阪市中央区内

shikai
テキストボックス
(2017年12月17日付大阪民主新報)



